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１．環境変化の理解～２０４０の世界～
・新たな飛行方式、次世代モビリティの台頭に伴い、これまで以上に航空業界関係者の協調性を持った対応が求められる

多様なソリューションが創出され、航空交通領域の複雑系の課題が解決されている世界(※)

⑥遠隔操縦者航空機システム
（RPAS）

⑥遠隔操縦者航空機システム
（RPAS）

①TBO①TBO

⑦サブオービタル飛行⑦サブオービタル飛行

⑧成層圏通信プラットフォーム⑧成層圏通信プラットフォーム②衛星活用②衛星活用

⑤超高速旅客機⑤超高速旅客機

③ドローン利用
エリア拡大・多用途化

③ドローン利用
エリア拡大・多用途化

④空飛ぶクルマ
高密度・高頻度
パイロットレス

④空飛ぶクルマ
高密度・高頻度
パイロットレス

⑨他交通モード連携
MaaS

⑨他交通モード連携
MaaS

低高度低高度

高高度高高度

宇宙空間宇宙空間

大型大型

※複雑系の課題が解決されている世界
フルTBOの実現
高高度・低高度のエアモビリティの共存
（高密度・高頻度・パイロットレス）

カーボンニュートラルの達成
国土強靭化の実現
他の交通モードとの連携（ＭaaS）
宇宙利用のユースケースの拡大
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２．航空関連メーカーとして想定した課題
「足元」の課題・・・協調的意思決定(CDM）と軌道ベース運用（ＴＢＯ）を支える基盤技術の強化
「攻め」の課題・・・TBOの枠を超え、GX・DX推進とAI導入による運用の高度化
「守り」の課題・・・レジリエンスを有する航空交通管理を実現する技術の高度化

フルTBO

多様なエアモビの共存

カーボンニュートラル

国土強靭化

MaaS

宇宙利用

足元：協調的意思決定(CDM）と軌道ベース運用（ＴＢＯ）を支える基盤技術の強化

攻め：TBOの枠を超え、GX・DX推進とAI導入による運用の高度化

守り：レジリエンスを有する航空交通管理を実現する技術の高度化

複雑系の課題が
解決されている世界

ゴールイメージ

多様なステークホルダーとのデータ連携課題／各種4D情報を駆使するための強力な処理能力の獲得

様々な現象・状況の見える化／不確実な情報の予測精度の向上／運用のオートメーション(自動)化

バックアップ・スケールアップの容易化／シミュレーションとエビデンスによる判断の高速化
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【通信技術】
海上・上空をカバーする通信技術（※)を活用した、高速大
容量通信・同時多数接続が実現可能な空地IPネットワーク
を実現（リアルタイムな相互運用性にも寄与）
※衛星通信等の非地上系ネットワークを含む6G通信など

【コンピュータ情報処理能力】
計算処理の高速化を実現する技術（※）を活用したリアルタ
イムな相互運用性を実現
※量子コンピュータ、ＡＩスパコンなど

【分散された情報の同期技術】
情報の信憑性を担保する技術（※）を活用したオープンネッ
トワーク上での情報同期技術にて、堅牢な相互運用性を実
現
※ブロックチェーン、ゼロトラストなど

3．航空関連メーカーとして、課題解決に向けた提案(1/3)

「足元の課題・・・協調的意思決定(CDM）と軌道ベース運用（ＴＢＯ）を支える基盤技術の強化」への対応

多様なステークホルダーとのデータ連携課題／各種4D情報を駆使するための強力な処理能力の獲得

「通信技術」、「コンピュータ情報処理能力」、 「分散された情報の同期技術」に注目
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3．航空関連メーカーとして、課題解決に向けた提案(２/3)

「攻めの課題・・・TBOの枠を超え、GX・DX推進とAI導入による運用の高度化」への対応

様々な現象・状況の見える化／不確実な情報の予測精度の向上／運用のオートメーション(自動)化

「ＩoＴ・センサを活かすシステムアーキテクチャー」、「見える化・分析・対処」、「AIの信頼性」

【見える化・分析・対処】

【AIの信頼性】
①学習データの信頼性 生データの精度が重要
②ＡＩの説明性 ホワイトボックス型AIであること
③安全性の担保 AIの誤りを加味したシステムであること
④ＡＩ結果の監視 出力結果のモニタリングが重要

音声認識画像識別 映像分析

気象分析

異常検知

最適経路
【IoT・センサを活かすシステムアーキテクチャー】
クラウドコンピューティング・エッジコンピューティングのメ
リット(※)を活かし、リアルタイムでの状況・状態を収集・分析
※ネットワークでのデータ量の低減、セキュリティの確保など

例

全領域

全領域
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上記のような課題解決は、日本ならではの強みであり、海外展開を見据えた検討アイテムの１つとなり得る。
日本のプレゼンス発揮・国際競争力向上のためにも、これまで以上に官民一丸となって検討を進めていきたい。

3．航空関連メーカーとして、課題解決に向けた提案(３/3)

「守りの課題・・・レジリエンスを有する航空交通管理を実現する技術の高度化」への対応

バックアップ・スケールアップの容易化／シミュレーションとエビデンスによる判断の高速化

「空港機能強化」、「Remote Digital Ｔｏｗｅｒ（RDT)技術の活用」、「デジタルツイン」

【 Remote Digital Ｔｏｗｅｒ（RDT)技術の活用】

管制塔内にデジタル技術を導入、管制システムの活用に加え、
管制官の視覚支援強化やコンティンジェンシーとして活用
ハイブリッドデジタルタワー

コンティンジェンシータワー

リモートタワー

スマートデジタルタワー

【空港の機能強化】

データ利活用、AI認識技術を活用したCDMの
活用、統合空港管理（TAM）、グランドハンドリ
ング作業の効率化・作業進捗把握

【 デジタルツイン】

静的(デジタル航空情報等）・動的（位置動態/意図情報等）
を収集し、リアルタイムシミュレーションにより、
イレギュラー事象等、正常でない状況・状態を可視化し、
エビデンスから導出された知見を活かした対策の方向性
を提示

5

全領域


